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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　海外市場では、価値観や文化、商慣行が異なる者同士が取引を円滑にするた
　めに、標準・認証を活用して、取引上必要な情報や信頼を担保している。

○　さらに、各国とも、規格を戦略的に制定・活用しており、自国に有利に働く
　規格の国際標準化も推進している。

○　このため、我が国も、輸出力強化に当たっては、我が国の強みのアピールに
　つながる規格を定め、国際標準化を進めていくことが重要。

○　一方、日本の食品や農林水産品に関する標準・認証制度としてはＪＡＳ制度
　があるが、現在の制度では産品の「品質」以外の規格が定められないため、成
　分や性状等では表せないような産品の特色や、事業者の能力などのアピールに
　はつながらないものとなっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

○　農業生産工程管理（ＧＡＰ）とは、農業生産活動の持続性を確保する取組で、
　食品安全、環境保全、労働安全に関する法令等を遵守するための点検項目を
　リスト化し、実施、記録、点検、評価を行うことで、生産工程の管理、改善を
　行うといったようにＰＤＣＡサイクルをまわし管理する。

○　点検項目は、例えば右下の３番のイメージにあるように、肥料が施肥基準に
　基づいて施用されたか、農薬はラベルに記載された使用量守って使用したかと
　いった内容を整備・記録することにより、食品の安全性の向上、環境の保全に
　繋がり、機械作業時の服装などに関する内容を整備・記録することにより、
　労働安全に繋がる。

○　さらには、こうした取組によって資材コストの低減、農業経営の改善や効率
　化に繋がるとともに、消費者や実需者の信頼の確保が期待される。
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